
第３章

健幸（けんこう）長寿のまち



SDGsへの貢献
(最大3つ)

会
計

総合
評価

評価理由 事業自体が貢献する項目

成果 評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

投入コスト 活動実績(R6) 成果指標 現状の課題

経費
計画
コード

所属
名称
（所
属）

事務事業名称 事業概要（全体）

所属
名称
(部
局)

R5予算現額

57千円

R6予算現額

58千円

R5正規職員人件
費

0.09 人

727千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.13 人 評価者

～ 1,061千円 市民相談課長　守谷　秀明

R5予算現額

-

R6予算現額

283千円

R5正規職員人件
費

-

- どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.85 人 評価者

～ 6,938千円 保健医療課長　中山　倫宏

R5予算現額

18,565千円

R6予算現額

9,115千円

R5正規職員人件
費

1.96 人

15,839千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

2.19 人 評価者

～ 17,875千円
健康づくり支援課長　岩雲
美香

R5予算現額

42,712千円

R6予算現額

38,478千円

R5正規職員人件
費

1.87 人

15,111千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

1.64 人 評価者

～ 13,386千円
健康づくり支援課長　岩雲
美香

健康づくりに必要な情報発信
を各種事業や会議等で積極的
に行うとともに、地域の団体
等との関係づくりに努めたこ
とにより、地区からの依頼が
増加した。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 32,537千円

①地区依頼教育の会場数

②地区依頼教育の実施人数

地区からの依頼教育の実績
市民や関係機関と共に健康づくりを推進してお
り、地区からの依頼教育は地域における保健活動
の指標として適している。

地域の会議等の場で積極的に事業や健
康づくりに関する周知行った。また、
関係機関と連携を図り、実施機会の拡
充に努めた。

地域保健推進事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

健康増進法、地域保健法 24,811千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

「元気でいきいき"健幸長寿のまち"」の実現に
むけて、平成25年4月から保健師の地区担当制を
導入し、各種健康データの分析や保健事業を通
じて各行政区ごとの地区特性を把握し、子ども
から高齢者まで全ての市民を対象とした保健活
動を、市民ならびに関係機関と協力して進めて
いる。

会年職
員等

0人

実績 1,600人 2,065人

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①97会場

②2,509人

R6目標

311
健康
推進
部

健康
づく
り支
援課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｓ

R6実績

生活習慣病予防に有効な１日の平均歩数が8,000歩
であるという中之条研究の成果を参考に指標とし
ている。

　埼玉県のマイレージ事業リニューアルに伴い、
令和５年度までの登録者に対し新アプリの周知及
び再登録作業の支援を実施した。また、アプリで
参加できない方向けに歩数計及び歩数記録表によ
るウォーキング促進事業を実施した。
　そのほか、10月から12月にウォーキング促進強
化月間を設け、庁内他課のウォーキングイベント
と連携し、参加者へ市独自ポイントを付与するな
どの取組を行い、市民の出歩きを促進した。

トコトコ健幸マイ
レージ事業

根拠法令
R6決算額（見込
み） 13 気候変動に具体的な

対策を
健康増進法 8,238千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

本事業は、市民一人ひとりが健康を実感しながら、地域で安
心していきいきとした生活をおくることのできる「元気でい
きいき"健幸長寿のまち"」の実現を目指す取組の一環として
実施するものである。従来の「トコろん健幸マイレージ事
業」から、埼玉県が実施する「コバトン健康マイレージ事
業」に令和２年７月から参加、令和６年４月に「コバトン
ALKOO（あるこう）マイレージ事業」へリニューアルがあっ
た。スマートフォンのアプリで歩数を記録しながら日常的に
ウォーキングを行ってもらい、生活習慣病の予防を図るとと
もに、健康づくりを支援するものである。また、楽しみなが
ら続けられるよう、市の独自ポイントを付与、抽選により景
品が当たる仕組みを取り入れている。

会年職
員等

0人

実績 8,000歩 7,231歩

健幸（健康）マイレージ事業の指標となる参
加者の１日平均歩数は健康増進のために必要
な歩数ということもあり、条件としては厳し
いものであることから目標達成とはならな
かった。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①9,325人

②6,374歩

R6目標 R6実績 ・事業への参加継続及び平均歩数増加
のための取組を進めていく。
・近年の猛暑により、夏季の平均歩数
が減少傾向にあることから、春季や秋
季など、出歩きに適した時期を見極め
て歩行を促していく。
・引き続き、歩くことによる健康効果
などの情報発信に努める。

R6その他職員従
事割合

8,000歩 6,374歩 日常生活における「歩き」
を推進することで、生活習
慣病の予防及び健康づくり
への取組を支援するととも
に、CO２の削減に貢献し
た。

期間
会年職
員等

地域の現状や課題を把握し、関係機関
と連携を図りつつ、地域の実情にあっ
た保健活動を継続していく。

R6その他職員従
事割合

2,300人 2,509人 健康づくりに必要な知識や
具体的な取組方法について
分かりやすく伝えることに
より、市民の関心を高め健
康づくりの取り組みを推進
することができる。

期間
会年職
員等

0人

H18

311
健康
推進
部

健康
づく
り支
援課

実施計画ランク 事業の種別

特
別
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

目標歩数が達成できず、平均
歩数が令和５年度よりも減少
したため。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
最優先 自治事務 17,737千円

①参加者数

②一日の平均歩数

健幸マイレージ事業の参加者の1日平均歩数

クーリングシェルターの指定
により、暑さを避ける行動を
とりやすい環境となった。こ
のことから、熱中症リスクの
低減に寄与することができた
と考えるため。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
最優先 自治事務 -

①クーリングシェルターの
指定及び運営

②熱中症警戒アラート発表
時の注意喚起

③展示

クーリングシェルター指定施設数
(クーリングシェルター施設の維持拡充)

気候変動適応法において、市が熱中症による人の
健康に係る被害の発生を防止するため、クーリン
グシェルターを指定することができるとしてい
る。
クーリングシェルターを維持拡充することで、暑
熱環境下における熱中症リスクの低減につながる
と考えることから前年度の指定施設数を目標とす
る。

令和6年度新規事業

熱中症対策推進事
業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

気候変動適応法 262千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

気候変動適応法により、国・地方公共団体に対
し、役割に応じた熱中症対策の取組が求められ
ている。
熱中症による健康被害の防止を目的に市におけ
る熱中症対策を推進するものである。

会年職
員等

-

実績 - -

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①48施設（公共施設のみ）

②防災行政無線13回
のぼり旗設置施設46施設

③2回

R6目標

0人

R2

311
健康
推進
部

保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

R6実績

所沢パスポート券利用者数を指標とする。
目標値については、事業を継続して推進するため
前年度実績を超える数値を目標としている。

昨年度に引き続き温泉施設等のパンフ
レットを積極的に配架した。また、本
庁舎以外の施設にもパスポート券を例
年よりも多く配架した。そのことで、
市民の方が市民保養施設に興味を持つ
きっかけを作ることができた。

市民保養施設利用
事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

所沢パスポート券要綱 24千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

市民の健康増進と心身のリフレッシュを目的と
する。
市が協定を結ぶ温泉地の旅館組合や単体の宿泊
施設で宿泊料金の優待割引（10％）等を受けら
れる所沢パスポート券事業を実施している。
令和７年度は、石和温泉の保養地と草津、魚
沼、十日町、秩父にある宿泊施設と協定を結ん
でいる。

会年職
員等

0人

実績 400人 335人

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位
置付けが変更されてから１年が経過し、利用
者の大幅な増加が見込まれたが、インター
ネットの普及等に伴い、旅行先や格安プラン
の検索が容易になったことが目標値未達成の
理由と考えられる。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

237人

R6目標 R6実績
インターネットの普及等に伴い、市が
行う事業としての役割は相対的に少な
くなっている。また、協定解除の申入
れがあった協定先もあるため、新規の
協定先を探すことを含めて、今後の事
業のあり方・運用方法等について検討
していく。

R6その他職員従
事割合

400人 237人

年齢や性別を問わず、心身
のリフレッシュと健康の増
進に寄与した。

期間
会年職
員等

気候変動により、今後さらに気温が上
昇することが予想され、熱中症による
死亡、救急搬送者が増加することによ
り医療破綻につながる恐れがある。外
出時に気軽に立ち寄れるクーリング
シェルターの増加、また熱中症予防及
び熱中症の応急処置など、周知啓発を
行っていく。

R6その他職員従
事割合

42か所 48か所

熱中症の発生の予防及び、
熱中症になった際の重症化
の予防に貢献した。

期間
会年職
員等

0人

R6

311
市民
部

市民
相談
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

昨年度から利用者が減少した
が、200人以上の利用があり、
事業の目的のとおり市民の健
康増進と心身のリフレッシュ
に資することができている。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
- 自治事務 26千円

所沢パスポート券利用者数
所沢パスポート券を利用した延べ人数

0人

H4

52/127



SDGsへの貢献
(最大3つ)

会
計

総合
評価

評価理由 事業自体が貢献する項目

成果 評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

投入コスト 活動実績(R6) 成果指標 現状の課題

経費
計画
コード

所属
名称
（所
属）

事務事業名称 事業概要（全体）

所属
名称
(部
局)

R5予算現額

762千円

R6予算現額

768千円

R5正規職員人件
費

1.28 人

10,344千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

1.03 人 評価者

～ 8,407千円 保健医療課長　中山　倫宏

R5予算現額

2,000千円

R6予算現額

2,000千円

R5正規職員人件
費

0.40 人

3,232千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.27 人 評価者

～ 2,204千円
こども家庭センター担当参事

松井　優子

R5予算現額

30,772千円

R6予算現額

36,859千円

R5正規職員人件
費

2.49 人

20,122千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

2.57 人 評価者

～ 20,976千円
こども家庭センター担当参事

松井　優子

R5予算現額

4,200千円

R6予算現額

4,644千円

R5正規職員人件
費

0.33 人

2,667千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.30 人 評価者

～ 2,449千円
こども家庭センター担当参事

松井　優子

311
健康
推進
部

保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

本計画を効果的、効率的に推進するため、すべて
の目標指標が以下の要件を満たすことを目標とす
る。
・定量的な指標：Ｓ、Ａ（＝達成率80％以上）
・定性的な指標：◎、〇（＝改善、継続等）

本計画の評価にあたっては、年度末に
「計画取組状況評価シート」を作成
し、公表している。この評価シートに
よる取組実績について、新しく実施し
た取組や新型コロナウイルスの影響で
中止にしていた事業の再開等を記載す
ることとし、市民に分かりやすい情報
提供に努めた。

所沢市保健医療計
画推進事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

第２次所沢市保健医療計画 731千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

所沢市保健医療計画は、第６次総合計画前期基
本計画の課題である「元気でいきいき「健幸
（けんこう）長寿のまち」の実現に基づき、市
民一人ひとりが、それぞれのおかれている状態
の中で、心身の健康を実感しながら、地域の中
で安心していきいきと暮らせるまちを目指して
いる。
本計画では、市や関係機関などが実施している
保健・医療分野等の取り組みを整理・評価する
ことで、保健医療施策が効果的、効率的に推進
できるよう努めるものである。

会年職
員等

0人

実績 100.0% 84.2% 令和５年度に実施した各事業の実績が確定し、
全評価項目３８項目のうち、３３項目で目標を
達成することができたが、事業が実施されな
かった等の理由により５項目で目標要件を満た
すことができなかった。

【５項目の内訳】
「産婦人科・周産期医療問題協議会会議への参
加」、「新型インフルエンザ等対策訓練への参
加・実施」、「認知症サポーター養成講座受講
者数」、「自殺死亡率」、「所沢市歯科診療所
あおぞらの障害児者歯科診療の受診者数」

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①4回

②4回（第3回のみ書面会
議）

R6目標 R6実績

各事業において主体的に事業の改善
が図られるよう、評価実施の趣旨を説
明するなど、保健医療施策の推進に向
けた取り組みを促していく。

R6その他職員従
事割合

100.0% 86.8%

保健医療計画を推進するこ
とにより、市民の健康づく
りに貢献した。

期間
会年職
員等

こどもを望む夫婦に対し、早期の不妊検査及び不
育症検査に要する費用の一部を助成することで、
経済的負担の軽減を図ることが当該事業の目的と
していることから、申請件数を指標とする。
R5年度は不妊治療費の助成も対象となっていた
が、R6年度からは不妊検査・不育症検査を対象と
したため目標値を見直した。

関係医療機関への周知やHPの更新等、
周知方法を工夫し、利用件数の増加に
努めた。

不妊検査費等助成
事業

根拠法令
R6決算額（見込
み） 10 人や国の不平等をな

くそう埼玉県早期不妊検査費・不育症検査費助成事業実施要綱、所
沢市早期不妊検査費・不育症検査費助成金交付要綱

4,644千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析
11 住み続けられるまち

づくりを

晩婚化の進展に伴い、年齢を重ねるほど妊娠率
が下がり、妊娠・出産に係るリスクも高まるな
か、こどもを望む夫婦に対し早期の不妊検査及
び不育症検査に要する費用の一部を助成し、経
済的負担の軽減を図るもの。
不妊検査費及び不育症検査費については、医師
が必要と認めた検査で、妻の年齢が35歳未満の
方に対して3万円、35歳以上の方に対して2万円
を上限とし1回助成する。

会年職
員等

0.5人

実績 234件 161件

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り+BK+BK2068

①165件

② 19件

R6目標 R6実績

県と連携を図りながら、少子化対策に
資するよう取り組んでいく。

R6その他職員従
事割合

180件 184件
妊娠中及び出産後の子育て
や生活等について助言・情
報提供を行い不安を軽減で
きるように努めた。

期間
会年職
員等

312
こど
も未
来部

こど
も家
庭セ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｓ

引き続きこどもを望む夫婦に
対し費用助成を行うことで、
経済的負担の軽減を図り、適
切な治療に繋げられるよう支
援を行うとともに、少子化対
策に資するよう努めていく。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
- 自治事務 3,749千円

①不妊検査の申請件数

②不育症検査の申請件数

申請件数（合計）

専門職の面接、電話、訪問か
ら、母子保健や育児に関する
相談対応を行った。産後ケア
事業の情報提供を行うなど、
妊産婦に寄り添う支援を実施
した。
今後もさらなる支援の拡充に
努める。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 29,886千円

①電話、窓口、面接、訪問
等による相談など
②母乳相談
③妊婦サロン
④産後ケア

妊娠・出産について満足している親の割合

４か月児健康診査票から「健やか親子２１（第２
次）」計画の乳幼児健康診査におけるアンケート
調査項目を設定。
※「産後、退院してからの１か月程度、助産師や
保健師等からの指導・ケアは十分に受けることは
できましたか」の質問に「はい」と回答した数÷
４か月児健康診査受診者数

妊娠期から切れ目ない支援を目指し、
妊娠中の電話相談、妊婦サロン等で専
門職による講話の実施や相談を受ける
など、妊娠中から子育てに関しての情
報提供や相談支援を実施した。

妊娠・出産つづけ
てサポート事業

根拠法令
R6決算額（見込
み） 10 人や国の不平等をな

くそう子ども・子育て支援法、母子保健医療対策総合支援事業実施
要綱（国）

35,547千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析
11 住み続けられるまち

づくりを
核家族化や地域のつながりの希薄化等により、
地域で出産、子育てを担う母親の育児負担が増
えていることから、妊娠期から子育て期にわた
るまでの母子保健や育児に関する様々な相談に
円滑に対応する。
①専門相談員を配置し、電話、窓口、面接、訪
問による相談対応（ところっ子子育てサポート
事業母子保健型）
②母乳相談
③妊婦サロンの実施
④産後ケア事業

会年職
員等

8人

実績 83.0% 85.0%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①4,918件
②12回（28人）
③10回（45人）
④宿泊型384日（延べ118
人）、デイサービス型124日
（延べ104人）

R6目標

0.5人

H29

312
こど
も未
来部

こど
も家
庭セ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｓ

R6実績

産後ケア事業（デイサービス型）の市内での開設
を促進し、産後ケア事業の拡充を事を目的として
いるため、開設施設数を指標とする。

市内産科医療機関へ周知し、産科医療
機関や助産院からの問合せ時には丁寧
に対応した。

産後ケア（デイ
サービス型）施設
開設準備支援事業

根拠法令
R6決算額（見込
み） 10 人や国の不平等をな

くそう母子保健法、母子保健医療対策総合支援事業実施要綱
（国）、所沢市産後ケア事業実施要綱、所沢市産後ケア事業
実施施設開設準備経費補助金交付要綱

0千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

産後ケア事業は、育児に不安があるなど、支援
を必要とする褥婦及び産婦並びにその新生児及
び乳児に対して、心身のケアや育児サポート等
を行い、産後も安心して子育てができる支援体
制の確保を目的として、宿泊型とデイサービス
型により実施している。このうち、デイサービ
ス型について開設準備に係る経費を補助するこ
とで、市内での開設を促進するものである。

会年職
員等

0人

実績 2件 1件

市内産科医療機関あてに、当該補助金の周知
として、要綱、意向確認書などと共に通知を
送付し、市内に助産所の開設を検討している
助産師から問い合わせがあった場合も補助制
度の紹介を行った。しかし、補助金を利用す
る施設がなかった。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①0件

R6目標 R6実績

令和7年度にも再度市内産科医療機関へ
周知し、産科医療機関や助産院からの
問合せ時に、産後ケア事業（デイサー
ビス型）について説明や提案を実施す
る。

R6その他職員従
事割合

2件 0件 育児に不安があるなど、支
援を必要とする母子に対し
て、心身のケアや育児サ
ポート等を行い、産後も安
心して子育てができる支援
体制を整えた。

期間
会年職
員等

引き続き、妊娠出産から子育て期にわ
たる切れ目ない支援を実施するとも
に、各支援の充実を図っていく。

R6その他職員従
事割合

85.0% 88.0%
妊娠中及び出産後の子育て
や生活等について助言・情
報提供を行い不安を軽減で
きるように努めた。

期間
会年職
員等

2.85人

H28

312
こど
も未
来部

こど
も家
庭セ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｃ

補助金を活用した市内の新規
開設には至らなかったが、令
和７年度に向けて市外のデイ
サービス型の受託契約につい
て準備を進めたことにより、
産後ケア事業による母子への
支援拡充を図ることができ
た。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
- 自治事務 1,000千円

①申請・交付件数

産後ケア事業（デイサービス型）の市内開設
施設数

0人

R5 R7

Ｂ

確定した令和５年度実績の達
成率は目標に達しなかったも
のの、「計画庁内推進会議」
及び「計画推進委員会」にお
いて意見を伺いながら適正な
進行管理を行っており、保健
医療施策の推進に寄与してい
ると考えるため。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 471千円

①計画推進委員会開催数

②計画庁内推進会議開催数

目標指標達成率
（令和５年度実績による令和６年度評価）
 目標達成評価項目数　÷　全評価項目数

0人

H28

53/127



SDGsへの貢献
(最大3つ)

会
計

総合
評価

評価理由 事業自体が貢献する項目

成果 評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

投入コスト 活動実績(R6) 成果指標 現状の課題

経費
計画
コード

所属
名称
（所
属）

事務事業名称 事業概要（全体）

所属
名称
(部
局)

R5予算現額

38,650千円

R6予算現額

20,986千円

R5正規職員人件
費

2.79 人

22,546千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

2.49 人 評価者

～ 20,323千円
こども家庭センター担当参事

松井　優子

R5予算現額

1,245,335千円

R6予算現額

2,198,526千円

R5正規職員人件
費

2.00 人

16,162千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

3.16 人 評価者

～ 25,792千円 健康管理課長　一色　義直

R5予算現額

275,298千円

R6予算現額

336,924千円

R5正規職員人件
費

2.58 人

20,849千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

2.65 人 評価者

～ 21,629千円 健康管理課長　一色　義直

R5予算現額

6,677千円

R6予算現額

7,317千円

R5正規職員人件
費

7.88 人

63,678千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

10.47 人 評価者

～ 85,456千円 健康管理課長　一色　義直

R6その他職員従
事割合

10,000件 11,016件

相談者の課題解決に向け相
談支援を行う。

期間
会年職
員等

324
健康
推進
部

健康
管理
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

対象年齢の市民にがん検診
を受診する機会を提供して
いる。

期間
会年職
員等

323
健康
推進
部

健康
管理
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｓ

精神保健福祉士による延相談
件数は前年より増加した。病
状の悪化などによる緊急時の
対応や、相談者の生活状況に
合わせたメール相談の活用な
ど柔軟に対応している。引き
続き関係機関等との連携を図
りながら支援を進めた。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 5,624千円

①精神保健福祉士による相
談件数
②こころの健康講座及びこ
ころの美術展の参加人数
③精神障害者等一時宿泊事
業の延利用者数及び利用日
数

精神保健福祉士による延べ相談件数

0人

H14

精神障害の早期発見、治療、社会復帰及び社会経
済活動への参加の促進を図ることが精神保健相談
の目的であるため、精神保健福祉士の相談件数を
指標とした。

職員の経験年数によって支援に差異が
生じないように、職員間の情報共有や
助言などを密に図りながら、組織で取
り組むことを意識した。また、研修へ
の参加や関係機関と連携によって支援
の質の向上に取り組んだ。

精神保健事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律 6,722千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

精神疾患の早期発見と治療、療養生活や社会参
加などに関する総合的な支援を行う。市民など
からの精神保健福祉に関する相談を来所や訪
問、電話やメールにより行い、必要に応じて専
門医による相談を実施する。また、市民などを
対象とした精神保健福祉に関する普及啓発事業
も実施する。

会年職
員等

0人

実績 9,500件 10,415件

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①延相談件数11,016件
電話相談8,723件　来所相談
996件　訪問支援1,098件
メール相談199件
②延参加人数　3,626人
こころの健康講座 426人
こころの美術展　3,200人
③延利用者数　16人 延利用
日数　69日間

R6目標 R6実績
小学生から高校生を含む10代の児童生
徒に関する相談が増えている。また引
きこもりや生活困窮、母子保健など複
雑な背景を抱える相談も多いため、こ
ども・教育分野などとの連携が必要と
される。今後も精神保健福祉士の人材
育成にも取り組んでいく。

予防接種のうち、ＨＰＶワクチン（定期接
種）については国の方針で勧奨を差し控えた
時期もあったこと等から、本人や保護者の不
安感が払しょくしきれないため、接種率を他
の接種項目と同様に100%付近まで向上させる
ことは極めて困難である。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①55,138人

②65,272人

R6目標 R6実績

国や県の動向を踏まえながら、感染症
の発生・まん延の防止及び重症化予防
のため、高い接種率を維持し事業の目
的を達成することができるよう、引き
続き確実な周知と適切な勧奨に努めて
いく。

R6その他職員従
事割合

100.0% 93.6%
予防接種の高い接種率を維
持することで、市民の免疫
レベルを高水準に保ってい
る。

期間
会年職
員等

321
健康
推進
部

健康
管理
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

受診券発送方法を見直しし、
併せて集団検診受診希望日予
約システムを導入したこと等
により、受診対象者へ事業内
容の適切な周知と利便性向上
が図れたため、受診率におい
て大腸がん検診は減少したも
のの、胃がん、肺がん、乳が
ん、子宮頸がん検診について
は前年度より増加した。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 262,476千円

①延べ受診勧奨人数（受診
券送付含む）
②延べ受診件数（前立腺含
む）

大腸がん検診受診率

（受診者数÷対象者数×100＝受診率）
（受診者：14,705人、対象者：219,867人）

3人

S58

大腸がんは部位別死亡数で男女ともに上位であ
る。より効果的に事業を行うため、大腸がん検診
の受診率の向上を目標設定としている。

がん検診受診券の一斉送付及び集団検
診受診希望日予約システム導入などに
より、事業の内容をわかりやすく伝え
るとともに利便性の向上を図った。
事業の持続性向上のため、大腸がん検
診の結果判定の実施方法の国基準化を
図るため、所沢市医師会と協議をすす
めた。

がん検診事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

健康増進法 287,577千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

がんの早期発見と早期治療につなげ、市民のが
んによる死亡の減少を図る。
【検診の種類と対象】
胃・肺・大腸がん検診は40歳以上の男女、乳が
ん検診は40歳以上の女性、子宮頸がん検診は20
歳以上の女性、前立腺がん検診は50歳から80歳
までの５歳刻みの男性

会年職
員等

3人

実績 8.5% 8.1%
要因としては、ひとつに限定しきれないが、
受診券発送方法において、これまで国民健康
保険の特定健診受診券封筒に大腸がん検診受
診券を同封していたが、その方式を取り止め
て、がん検診関係の受診券をまとめて一斉送
付する方式に切り替えたことにより、特定健
診の受診をきっかけに、がん検診の受診を検
討しようという動機付けが減少した可能性が
考えられる。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①113,698人

②42,574人

R6目標 R6実績 受診率向上について、今後も効果的な受診
勧奨の方法（対象者、時期、表現方法等）
を検討し、さらなる向上に努めていく。
持続性向上について、所沢市医師会等と連
携し、国基準や他市の動向等を参照し、効
果的で効率的な実施方法等について検討し
ていく。
また、保健センター内で実施している直営
検診の将来像について検討していく。

R6その他職員従
事割合

8.6% 6.7%

Ａ

成果指標の目標については、
ＨＰＶ（定期）を除きほぼ目
標に近い水準を達成すること
ができており、事業の目的で
ある感染症の発生・まん延防
止は図られていると考える。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 980,346千円

①小児予防接種接種者数

②成人予防接種接種者数
（キャッチアップ接種を含
む）

小児予防接種接種率
（延べ接種者数55,138人÷対象者数58,904
人）

妊娠届出時、出生後に伴走型
相談支援として、保健師や助
産師による面談を実施し、相
談体制の充実を図っている。
妊婦自身が必要なサービスを
選択し利用につながるように
支援をしていく。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
最優先 自治事務 30,040千円

①妊娠届出時の相談件数

②出生後の相談件数

相談件数（合計）

妊娠届出時と出生後に面談を実施し、相談先や
サービスの案内を行い、切れ目ない相談支援の充
実を図る。妊娠届出時及び出生後の相談件数を指
標とする。

妊娠届出時、助産師・保健師等の専門
職による面談を実施。セルフプランを
作成することにより、妊婦自身が妊娠
期から子育てまで見通しを持ち、必要
なサービスを選択できるように情報提
供を行った。

出産・子育て応援
事業（伴走型相談
支援）

根拠法令
R6決算額（見込
み） 16 平和と公正をすべて

の人に伴走型相談支援及び出産・子育て応援給付金の一体的実施事
業実施要綱（国）、埼玉県伴走型相談支援及び出産・子育て
応援給付金の一体的実施事業実施要綱、所沢市出産・子育て

20,488千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析
17 パートナーシップで

目標を達成しよう

全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育
てできるよう、妊娠期から出産・子育てまで切
れ目なく相談に応じる伴走型相談支援の充実を
図るとともに、妊娠の届出や出生の届出を行っ
た妊婦・子育て世帯等に対して、出産育児関連
用品の購入等の負担軽減を図るための経済的支
援を一体的に実施するものである。
　このうち本事業は、伴走型相談支援の充実を
図るものである。

会年職
員等

0.5人

実績 4,000件 3,837件

妊産婦の体調や各家庭事情に配慮しつつ相談
支援を実施するため、面談が困難なこともあ
るが概ね目標を達成できている。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①1,967件

②1,801件

R6目標

1人

S23

感染症の発生・まん延を防止するためには市民の
免疫レベルを高い水準に保つ必要があることか
ら、予防接種の周知・勧奨を確実に行うことによ
り、100％に近く直近の実績を踏まえた目標値を掲
げ、接種率の向上を目指していく。

令和5年度のＨＰＶワクチン（定期接
種）の接種率は、45.7％であったが、
広報ところざわ・Line・X・中学校や高
校へのポスター掲示などを行ったこと
により、今年度は58.3％と前年度より
も接種率が上がった。

各種予防接種事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

予防接種法 1,707,143千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

小児については、市民の免疫レベルを高い水準
に保ち、感染症の発生・まん延を防止し、成人
については、重症化を予防するため。
【種類】
（小児）ヒブ、小児用肺炎球菌、Ｂ型肝炎、四
種混合、五種混合、不活化ポリオ、ＢＣＧ、麻
しん風しん混合、麻しん、風しん、水痘、日本
脳炎、二種混合、ＨＰＶ（キャッチアップ接種
を除く）、ロタウイルス
（成人）男性の風しん、高齢者インフルエン
ザ、新型コロナウイルス感染症、成人用肺炎球
菌

会年職
員等

1人

実績

312
こど
も未
来部

こど
も家
庭セ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

R6実績

引き続き、妊娠出産から子育て期にわ
たる切れ目ない支援を実施するとも
に、各支援の充実を図っていく。

R6その他職員従
事割合

3,800件 3,768件
関係部署と連携をしながら
事業を進め、安心して出
産・子育てができるよう支
援した。

期間
会年職
員等

2.1人

R4 R6

100.0% 90.8%
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SDGsへの貢献
(最大3つ)

会
計

総合
評価

評価理由 事業自体が貢献する項目

成果 評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

投入コスト 活動実績(R6) 成果指標 現状の課題

経費
計画
コード

所属
名称
（所
属）

事務事業名称 事業概要（全体）

所属
名称
(部
局)

R5予算現額

1,110千円

R6予算現額

1,110千円

R5正規職員人件
費

0.78 人

6,303千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.68 人 評価者

～ 5,550千円 健康管理課長　一色　義直

R5予算現額

3,267千円

R6予算現額

3,253千円

R5正規職員人件
費

0.54 人

4,364千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.17 人 評価者

～ 1,388千円 保健医療課長　中山　倫宏

R5予算現額

16,248千円

R6予算現額

16,035千円

R5正規職員人件
費

0.53 人

4,283千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.22 人 評価者

～ 1,796千円 保健医療課長　中山　倫宏

R5予算現額

31,187千円

R6予算現額

31,045千円

R5正規職員人件
費

0.54 人

4,364千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.17 人 評価者

～ 1,388千円 保健医療課長　中山　倫宏

本事業は、夜間及び休日・祝日、年末年始の第二
次救急医療体制を確保することが目的であるた
め、診療計画日におけるすべての日で診療を実施
することを目標とする。

前年度からの変更はなく、引き続き、
安定的な事業の実施継続に向けて、所
沢市、狭山市、入間市で連携を図ると
ともに情報共有に努めた。

所沢地区病院群輪
番制病院運営事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

所沢地区病院群輪番制病院運営費補助に係る協定書、所沢地
区病院群輪番制病院運営費補助金交付要綱

31,045千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

夜間及び休日・祝日、年末年始の第二次救急患
者の医療体制を確保するため、所沢地区（所沢
市、狭山市、入間市）における第二次救急医療
機関（１２病院）が病院群輪番制方式により診
療を実施するものである。

会年職
員等

0人

実績 100.0% 100.0%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①437日

②437日

R6目標 R6実績

本事業は、第二次救急医療体制の整備
を図る上では必要不可欠であるため、
継続して実施できるよう、所沢市、狭
山市、入間市、3市で連携を強化してい
く。

R6その他職員従
事割合

100.0% 100.0%

所沢地区における、祝休日
及び夜間の第二次救急医療
の確保

期間
会年職
員等

331
健康
推進
部

保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

夜間、休日・祝日及び年末年
始におけるすべての日で診療
を実施できたことにより、第
二次救急医療体制の整備が図
られたと考えるため。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 31,187千円

①診療計画日数
（夜間、休日・祝日、年末
年始）

②診療実績日数

診療実施率
診療実施日数　÷　診療計画日数

一般の医療機関が診療を行っ
ていない、休日、祝日及び年
末年始におけるすべての日で
診療を実施できたことによ
り、祝休日及び年末年始の初
期救急医療体制の整備が図ら
れたと考えるため。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 16,248千円

①診療計画日数
（休日、祝日、年末年始）

②診療実績日数

診療実施率
診療実施日数　÷　診療計画日数

本事業は、一般の医療機関が診療を行っていない
休日・祝日及び年末年始における初期救急患者に
対する医療体制の確保が目的であることから、診
療計画日におけるすべての日で診療を実施するこ
とを目標とする。

前年度からの変更はなく、引き続き、
安定的な事業の実施継続に向けて、所
沢市医師会と連携し、在宅当番医との
協力体制の構築に努めた。

在宅当番医制実施
事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

埼玉県地域保健医療計画 16,035千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

一般の医療機関が診療を行っていない休日・祝
日及び年末年始において、初期救急患者の医療
体制を確保するため、所沢市医師会との委託契
約により、市内の医療機関が輪番制で診療を実
施するものである。

会年職
員等

0人

実績 100.0% 100.0%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①72日

②72日

R6目標

0人

S55

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①6回開催　73人

②12回開催　27人

R6目標

0人

H12

331
健康
推進
部

保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

R6実績

本事業は、夜間及び休日・祝日、年末年始の小児
の第二次救急医療体制の確保を目的としているこ
とから、診療計画日におけるすべての日で診療を
実施することを目標とする。

前年度からの変更はなく、引き続き、
安定的な事業の実施継続に向けて、所
沢市、狭山市、入間市で連携を図ると
ともに情報共有に努めた。

小児科救急医療病
院群輪番制事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

所沢地区小児科救急医療病院群輪番制病院運営費補助に関す
る協定書、埼玉県小児救急医療施設運営費補助金交付要綱

3,253千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

夜間及び休日・祝日、年末年始の小児の第二次
救急医療を確保するため、所沢市、狭山市、入
間市において、３市及び協力医療機関（3病院）
による協定書に基づき、輪番制で第二次救急医
療体制の整備を図るものである。

会年職
員等

0人

実績 100.0% 99.5%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①437日

②437日

R6目標 R6実績

本事業は、第二次救急医療体制の整備
を図る上では必要不可欠であるため、
継続して実施できるよう、所沢市、狭
山市、入間市、3市で連携を強化してい
く。

R6その他職員従
事割合

100.0% 100.0%

所沢地区における、小児の
祝休日及び夜間の第二次救
急医療の確保

期間
会年職
員等

本事業は、初期救急医療体制の整備を
図る上では必要不可欠であるため、継
続して実施できるよう、所沢市医師会
との連携の強化に努めていく。

R6その他職員従
事割合

100.0% 100.0%

祝休日及び年末年始の初期
救急医療の確保

期間
会年職
員等

0.05人

S59

331
健康
推進
部

思春期のこころの問題については、家
族からの問合せの他に高校生本人から
の相談もある。不登校やひきこもり、
家庭での不和など多彩な行動がみられ
るが原因が特定できないことも多い。
教育分野等他部門とも連携を図り、医
療を活用し支援に取組むため、若者本
人も気軽に相談できる相談場所の新設
等の検討を行う。

R6その他職員従
事割合

32人 27人
相談者の精神的不調につ
いて家庭環境、学校等と
の連携を図りながら相談
支援を実施した。

期間
会年職
員等

0人

H21

Ａ

夜間及び休日・祝日、年末年
始におけるすべての日で診療
を実施できたことにより、小
児の第二次救急医療体制の整
備が図られたと考えるため。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 3,254千円

①診療計画日数
（夜間、休日・祝日、年末
年始）

②診療実施日数

小児科救急医療病院群輪番制実施率
診療実施日数　÷　診療計画日数

成果指標は目標に達しなかっ
たが、思春期特有の不安定な
心の特性に配慮しながら、医
療的な助言に加え、家庭や学
校などの環境調整も含めた助
言は生徒の支援に生かされて
いる。自殺対策事業は既存事
業の他「ＮＰＯ法人ライフリ
ンク」との連携協定を締結す
るなど、若者の自殺対策に取
組んでいる。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 944千円

①自死遺族支援「わかちあ
いの会」の運営

②思春期こころの健康相談
事業

思春期こころの健康相談事業の延相談者数
「生きるを支える所沢市行動計画」（自殺対
策計画）に基づく施策のうち「思春期こころ
の健康相談事業」の相談者数を指標とした。

思春期こころの健康相談事業について
は、予約のキャンセルがあった場合に
は、必要に応じて精神保健福祉士が随
時相談に対応し、次月予約を案内する
など、問題が長期化しないように対応
している。また、近隣の高校に出向き
養護教諭に事業の説明をするなど周知
に取り組んだ。

自殺防止対策にか
かる啓発事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

自殺対策基本法
精神保健及び精神障害者福祉に関する法律

956千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

自殺対策基本法の基本理念には、自殺が個人的
な問題としてのみとらえられるべきものではな
く、その背景には様々な社会的な要因があるこ
とを踏まえ、その対策が社会的な取組として実
施されなければならないとされている。
　本市においてもその趣旨を踏まえ相談や普及
啓発等の自殺防止対策を実施する。

会年職
員等

0人

実績 32人 23人

専門医による面談を行うため、予約が必要と
なるが、相談者の体調変化等により予約日に
来所できないことがある。
問い合わせ数、相談予約数は増加傾向にあ
り、相談者数も前年より増加したが、目標値
は下回った。

324
健康
推進
部

健康
管理
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

R6実績
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SDGsへの貢献
(最大3つ)

会
計

総合
評価

評価理由 事業自体が貢献する項目

成果 評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

投入コスト 活動実績(R6) 成果指標 現状の課題

経費
計画
コード

所属
名称
（所
属）

事務事業名称 事業概要（全体）

所属
名称
(部
局)

R5予算現額

53,758千円

R6予算現額

59,760千円

R5正規職員人件
費

0.81 人

6,546千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.78 人 評価者

～ 6,366千円 保健医療課長　中山　倫宏

R5予算現額

0千円

R6予算現額

0千円

R5正規職員人件
費

0.60 人

4,849千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.25 人 評価者

～ 2,041千円 保健医療課長　中山　倫宏

R5予算現額

-

R6予算現額

3,735千円

R5正規職員人件
費

-

- どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

1.00 人 評価者

～ 8,162千円 保健医療課長　中山　倫宏

R5予算現額

433,901千円

R6予算現額

407,364千円

R5正規職員人件
費

8.30 人

67,072千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

9.30 人 評価者

～ 75,907千円 総務課長　粕谷　憲之

公的医療機関として、地域における医療提供体制
の充実を図ることを目標とし、信頼して受診いた
だける受診環境の整備に努めていることから、内
科外来の診療患者数を指標とする。

常勤内科医師１名を新規採用し、常勤
内科医師４名体制とすることができた
ため、安定的な診療体制の整備を図る
ことができた。

内科外来事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

419,490千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

地域住民の医療ニーズを的確に把握し、地域に
おける医療提供体制の充実を図り、良質な医療
を効率的・継続的に提供するものである。
①内科外来診療
②内視鏡検査の実施
③糖尿病外来の実施

会年職
員等

24人

実績 91人 78人

令和６年度に新たな常勤内科医師１名採用
し、診療体制の拡充に努めたことで昨年度よ
り増加がみられたが、令和５年度ほど新型コ
ロナウイルス感染症やインフルエンザといっ
た感染症が流行しなかったため、目標値に届
かなかった。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①19,401人

②245日

R6目標 R6実績 消化器専門医師の採用を今後の課題と
している。
内視鏡検査は全て非常勤医師による診
療を実施しているため、非常勤医師へ
の報酬の支出が収支を圧迫している。
また、非常勤医師のみの診療のため、
内視鏡検査の予約枠が限定され、収益
の向上が見込めない状況にある。

R6その他職員従
事割合

91人 80人
地域における医療提供体制
の充実を図り、良質な医療
の効率的・継続的な提供に
努めた。

期間
会年職
員等

333

市民
医療
セン
ター

市民
医療
セン
ター
事務
部総
務課

実施計画ランク 事業の種別

企
業
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

新型コロナウイルス感染症の
初期流行期であった令和2年度
は大きく患者数が落ち込んだ
ものの、令和3年度以降は毎年
前年度を上回っており、令和6
年度においても、前年度比151
人増だった。次年度において
も前年度を上回る患者数を受
け入れ,目標値の達成を目指
す。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 387,267千円

①内科外来診療患者数
（二次救急含む）

②診療日数

１日の内科外来診療患者数（二次救急含む）
（内科外来患者数／診療日数）

本事業は助成対象を令和6年4
月以降に購入した物品とし
て、10月から実施した。実施
期間が半年しかなかったこと
等の理由により、目標は達成
できなかったものの、本事業
を新たに開始したことの意義
は大きく、がん患者やその家
族の生活の質の向上及び心理
的・経済的負担の軽減が図ら
れたと考えるため。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 -

①アピアランスケア支援
（ウィッグ・補整具等）交
付申請件数

②ターミナルケア支援交付
申請件数

アピアランスケア支援の交付申請件数及び
ターミナルケア支援の交付申請件数の合計
（単位：件）

がん患者への支援が市の役割として期待されてお
り、支援が滞ることなく事業を推進していけるよ
う、県の統計データから推計した年間交付申請件
数見込みを目標とする。 令和6年度新規事業

がん患者支援事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

所沢市がん患者アピアランスケア用品購入費助成金交付要
綱、所沢市若年成人世代がん患者在宅ターミナルケア支援事
業助成金交付要綱

589千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

がん患者に対し、外見の変化をケアする用品の
購入費用、在宅療養費用等の一部を助成するこ
とにより、がん患者やその家族の生活の質の向
上及び心理的・経済的負担の軽減を図るもので
ある。
【アピアランスケア支援】
がん治療に伴う外見上の変化に対するケア用品
（ウィッグ・補整具等）の購入費用の助成
【ターミナルケア支援】
若年成人世代の終末期がん患者に対する在宅療
養費用（訪問介護、訪問入浴介護の利用等）の
助成

会年職
員等

-

実績 - -

事業の実施は助成対象を令和6年4月以降に購
入した物品として、10月から実施したが、実
施期間が半年しかなかったこと、支援を必要
とする対象者に周知が行き渡らなかったこと
が、目標値を達成できなかった要因と考えら
れる。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①59件

② 0件

R6目標

29人

S51

332
健康
推進
部

保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

R6実績

感染症まん延防止のための注意喚起を着実に実施
するため、埼玉県より発令される流行警報に対
し、注意報を確実に市民へ発信することを目標と
する。

流行傾向にある感染症について、ホー
ムぺージで注意喚起を行った。また、
狭山保健所と連携し、感染者が増加傾
向にある性感染症に関するホームぺー
ジコンテンツの公開、また二十歳のつ
どいでチラシの配架を行った。

感染症対策推進事
業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

感染症法 0千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

新型コロナウイルス感染症の対応を踏まえ、平
時から感染症の発生動向を把握することを目的
とし、感染症の流行状況、感染症流行警報及び
注意報を迅速に周知し、感染症のまん延防止を
目指す。

会年職
員等

0.1人

実績 - -

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①4件（ところざわほっと
メール及びホームぺージで
注意喚起）

②7件

R6目標 R6実績
新型コロナウイルス感染症以降、複数
の感染症において、統計開始以降感染
者数最多を記録している。そのため、
平時より感染症発生動向調査を参考に
感染症の流行状況をホームぺージで提
供するなど、効果的な情報発信、注意
喚起を行っていく。

R6その他職員従
事割合

100.0% 100.0%

感染症のまん延防止に貢献
できた。

期間
会年職
員等

ターミナルケア支援については、支援
を必要とする対象者に事業の周知が行
き渡らなかったことが考えられる。改
めて事業の周知や市内各医療機関、各
介護事業所と連携した周知に取り組ん
でいく。

R6その他職員従
事割合

115件 59件 アピアランスケア支援や
ターミナルケア支援を実施
することで、制度の狭間で
支援のなかったがん患者や
その家族へ経済的援助が図
られた。

期間
会年職
員等

0人

R6

332
健康
推進
部

保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

流行傾向にある感染症につい
て、ホームぺージで注意喚起
を行うなど、感染症流行に関
する確実な注意喚起を実施す
ることにより、感染症の更な
るまん延の防止、基本的な感
染症予防の重要性の周知が図
られたと考えるため。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
- 自治事務 0千円

①感染症流行警報及び注意
報の発令に伴う注意喚起

②ホームぺージコンテンツ
の作成

感染症流行警報及び注意報の発令に伴う注意
喚起実績
（市が実施した注意喚起回数÷発令回数）

診察にあたっては、感染防止
対策のため、1人にかかる診療
時間を従来より長く確保する
必要があり、1日の予約枠を縮
小せざるを得なかった。これ
により、患者の受け入れ人数
が制限されたことから目標値
は達成できなかったものの、
感染症が発生することなく、
歯科診療所あおぞらに期待さ
れる診療の実施に向けた体制
整備が図られたと考えるた
め。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 53,725千円

①在宅要介護高齢者歯科診
療
　　診療日数
②障害児者歯科診療
　　診療日数
③休日緊急歯科診療
　　診療日数

所沢市歯科診療所あおぞらの障害児者の診療
実績（単位：人）

障害児者の歯科診療が市の役割として期待されて
おり、可能な限り多くの利用者を受け入れること
ができる診療体制構築のため、受診できる最大受
診者数を目標とする。

前年度からの変更はなく、引き続き、
感染防止対策のため1人にかかる診療時
間を従来より長く確保し、患者間の接
触を減らすなど、感染防止に努めなが
ら、年間を通して診療を行った。

歯科診療所事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

医療法、所沢市歯科診療所条例 54,320千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

一般の歯科診療所での診療が困難な患者への歯
科診療体制及び休日緊急歯科診療体制の確保を
目的として、保健センター内「歯科診療所あお
ぞら」において、在宅要介護高齢者及び障害児
者の歯科診療、休日緊急歯科診療を実施するも
のである。

会年職
員等

0人

実績 850人 674人

歯科診療所あおぞらでは、感染防止対策のた
め、1人にかかる診療時間を従来より長く確保
する必要があり、1日の予約枠を縮小せざるを
得ない状況となっているため。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①50日

②100日

③71日

R6目標

0.1人

R5

332
健康
推進
部

保健
医療
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

R6実績 障害児者歯科診療については、所沢市歯科
医師会や関係団体と協力しながらパンフ
レットの配布やホームページによる情報発
信の強化を図り、介護従事者向け研修の中
で在宅要介護高齢者歯科診療についての周
知啓発に努める。また、感染防止対策を講
じながら、適切な予約管理や診療時間の工
夫により、可能な限り多くの利用者を受け
入れることができる診療体制を整えてい
く。

R6その他職員従
事割合

850人 675人
一般の歯科診療所での診療
が困難な患者への歯科診療
体制及び休日緊急歯科診療
体制の確保

期間
会年職
員等

0人

H10
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SDGsへの貢献
(最大3つ)

会
計

総合
評価

評価理由 事業自体が貢献する項目

成果 評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

投入コスト 活動実績(R6) 成果指標 現状の課題

経費
計画
コード

所属
名称
（所
属）

事務事業名称 事業概要（全体）

所属
名称
(部
局)

R5予算現額

774,723千円

R6予算現額

764,477千円

R5正規職員人件
費

26.10 人

210,914千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

28.90 人 評価者

～ 235,882千円 総務課長　粕谷　憲之

R5予算現額

675,299千円

R6予算現額

638,536千円

R5正規職員人件
費

15.80 人

127,680千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

16.90 人 評価者

～ 137,938千円 総務課長　粕谷　憲之

R5予算現額

223,448千円

R6予算現額

209,414千円

R5正規職員人件
費

3.80 人

30,708千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

3.50 人 評価者

～ 28,567千円 総務課長　粕谷　憲之

R5予算現額

186,749千円

R6予算現額

176,340千円

R5正規職員人件
費

3.80 人

30,708千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

3.60 人 評価者

～ 29,383千円 総務課長　粕谷　憲之

公的医療機関として、地域における医療提供体制
の充実を図ることを目標とし、信頼して受診いた
だける受診環境の整備に努めていることから、小
児科外来の診療患者数を指標とする。

令和５年度末に小児科医師が１人退職
し、常勤医師３人体制の中でも、予約
枠の細目な調整や、非常勤医師への診
療の依頼などを行い、引き続き安定的
に小児科事業を運営した。

小児科外来事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

150,568千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

安心して子育てができる医療環境を整備するた
め、地域における医療提供体制との連携を図
り、良質な医療を効率的・継続的に提供するも
のである。
①小児科外来診療
②小児神経発達外来等の実施

会年職
員等

7.8人

実績 66人 112人

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①21,432人

②244日

③351人

R6目標 R6実績

地域の医療ニーズに最大限こたえられ
るよう、引き続き診療体制の維持に努
める。

R6その他職員従
事割合

80人 87.8人
地域における医療提供体制
の充実を図り、安心して子
育てができる医療環境の整
備に努めた。

期間
会年職
員等

333

市民
医療
セン
ター

市民
医療
セン
ター
事務
部総
務課

実施計画ランク 事業の種別

企
業
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

令和5年度は年間を通して感染
症が流行し患者数が多かった
が、令和6年度は感染が抑えら
れ患者数が大きく減少した。
引き続き、充実した診療体制
と検査体制を維持して、こど
もや保護者が安心して利用で
きる医療機関を目指す。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 170,958千円 ①小児科外来診療患者数

②診療日数

③小児神経発達外来の患者
数（夜尿症外来、フォロー
アップ外来、舌下免疫外来
は小児科の一般外来内で実
施に変更）

１日の小児科外来診療患者数
（小児科外来患者数／診療日数）

令和6年度は感染症の流行が抑
えられたため、前年度に比べ
患者数が大きく減少した。夜
間、深夜帯はインフルやコロ
ナの迅速検査を行っていない
ため、受診を敬遠する保護者
が多かった。今後は、限られ
た人員の中で効率的な診療体
制を行うため現在の体制を維
持するか、受診者サービスを
優先し迅速検査を行っていく
か、検討が必要かもしれな
い。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 200,216千円

①小児夜間急患診療年間患
者数
②小児深夜帯急患診療年間
患者数
③小児科日曜日・休日急患
診療年間患者数

小児初期救急医療体制の維持

安心して子育てができる医療環境を整備するた
め、市民医療センターと市内医療機関が連携し
て、所沢市域全体での小児初期救急医療の提供体
制を維持するものである。

新型コロナウイルス感染症やインフル
エンザといった感染症があまり流行し
ていない中でも、所沢市市民医療セン
ター常勤医師のほか、非常勤医師及び
所沢市医師会からの派遣医師と連携
し、安定的に小児初期救急医療体制を
維持すべく体制整備を行った。

小児初期救急医療
体制推進事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

182,241千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

安心して子育てができる医療環境を整備するた
め、医療機関の多くが診療を実施していない夜
間、深夜、日曜日及び祝日において小児の内科
的急性疾患の初期診療を実施し、関係医療機関
と連携しながら所沢市域全体で３６５日の小児
初期救急医療体制が維持できるよう努めてい
く。

会年職
員等

44.4人

実績 維持 維持

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①2,209人

②1,141人

③3,732人

R6目標

14人

S51
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市民
医療
セン
ター

市民
医療
セン
ター
事務
部総
務課

実施計画ランク 事業の種別

企
業
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

R6実績

疾病の早期発見、早期治療に取り組むことを目標
とするため、人間ドックで精密検査を指示された
方のうち、市民医療センターで実際に精密検査を
受けた方の割合を指標とする。

精密検査の判定となった場合に関する
チラシを作成し、受診者全員に配布す
ることで、精密検査受診と市民医療セ
ンターでの受診を促す取組みを行っ
た。

健診事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

516,757千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

市民の健康維持・増進のため、人間ドック、特
定健診などの検診を実施する。また、疾病の早
期発見、早期治療に繋げていくため、精密検査
や治療が必要な受診者に対し、受診勧奨を行
い、確実な医療機関への受診を促進するもので
ある。

会年職
員等

50.1人

実績 30.0% 32.4%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①10,117人

②970人

③335人

R6目標 R6実績
効率的で快適な受診環境の整備に努
め、更なる受診者を受入れることによ
り、市民が健康で安心な生活を送れる
よう事業継続に努める。
また、健診結果通知後２ヶ月以内の精
検通知により、精検受診の促進に努め
る。

R6その他職員従
事割合

30.0% 34.5%
市民の健康維持・増進のた
め、人間ドック等の健診事
業を実施し、疾病の早期発
見、早期治療につなげるよ
うに努めた。

期間
会年職
員等

今後も安定的に小児初期救急医療体制
を維持するため、医師会や他の医療機
関との連携に努める。

R6その他職員従
事割合

維持 維持
地域における医療提供体制
の充実を図り、安心して子
育てができる医療環境の整
備に努めた。

期間
会年職
員等

54.4人

H11
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市民
医療
セン
ター

市民
医療
セン
ター
事務
部総
務課

実施計画ランク 事業の種別

企
業
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

人間ドックにおいては新型コ
ロナウイルス感染症の初期流
行期であった令和2年度に受診
者数を絞った影響から受診者
数が大きく減少したが、令和3
年度以降は毎年前年度を上
回っており、令和6年度におい
ても、前年度比59人増だっ
た。しかしながら、コロナ禍
前と比べるとまだまだ回復と
までは言えないため、受診者
数の回復に向け、新たな方策
を立てる必要がある。人間
ドックの受診者数を増やすこ
とと並行して、当センターで
の精密検査受診者数の増加に
つなげたい。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 494,294千円

①人間ドック等受診者数

②精密検査指示者数

③市民医療センターでの精
密検査受診者数

市民医療センターで人間ドックを受診し、精
密検査を指示された方のうち市民医療セン
ターで精密検査を受けた方の割合

新病院開設に向け、職員一丸
となって入院患者の受け入れ
を推進し、目標値には届かな
かったものの、前年度を上回
る病床利用率となった。引き
続き、医師、看護師を中心に
地域の医療機関、老人介護施
設との連携を深め、入院患者
の増加を図りたい。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 602,816千円 ①地域包括ケア病床在院患

者延数
②入院患者実人数
③病床利用率
※延べ年間入院患者数/延べ
年間病床数×100
④搬送救急収容人数
※消防隊の搬送で入院した
患者

地域包括ケア病床の利用率
（地域包括ケア病床在院患者延数×100／病床
数×365）

公的医療機関として、地域医療に求められる病床
機能を確保しつつ事業運営をしていくという役割
があるため、地域包括ケア病床の利用率を指標と
する。

協力医療機関協定などを各医療機関と
締結した。
このことにより、入院患者の受入れや
退院において、地域の各医療機関と連
携を取りやすくなり、入院患者の受入
数や退院先といったものの確保がしや
すくなった。

入院事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

所沢市病院事業の設置等に関する条例
所沢市市民医療センター管理規則

642,984千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

一般入院、かかりつけ医からの紹介、民間病院
で受け入れ困難な患者などについて、入院受入
れを行い市民が安心して暮らすことができる医
療環境を整備する。また、医療機関や行政機関
との連携を図り、地域での医療連携（地域完結
型医療）体制を推進するものである。

会年職
員等

33.1人

実績 85.0% 74.4%
目標値を達成できなかったが、昨年同様で病
床率の向上が見られ、過去最高の病床利用率
を引き続き更新した。
目標値を達成できなかった理由として、地域
全体として入院患者が少なかった時期があっ
たことがあげられる。また、精神疾患や介護
必要度が高い患者など、他病院では受入れ困
難な患者を積極的に受け入れている都合によ
り、看護師等の補助が想定以上に必要にな
り、ベッドの回転率の上昇を妨げていること
が目標値を達成できないの１つの要因と考え
ている。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①3,582円

②725人

③68.2％

④54人

R6目標

48.0人

S51
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市民
医療
セン
ター

市民
医療
セン
ター
事務
部総
務課

実施計画ランク 事業の種別

企
業
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

R6実績 急性期及び回復期の患者のほか、他病
院では受入困難な患者の受入れを引き
続き行いつつ、病床管理の調整をより
一層高めていく。
また、地域交流会の開催などにより市
民医療センターの地域包括ケア病床の
周知を行い、地域の医療・介護・福祉
と更なる協定を締結するなど連携を深
め、病床利用率の向上を図る。

R6その他職員従
事割合

90.0% 75.5%
地域における医療提供体制
の充実を図り、良質な医療
の効率的・継続的な提供に
努めた。

期間
会年職
員等

33.7人

S51

57/127



SDGsへの貢献
(最大3つ)

会
計

総合
評価

評価理由 事業自体が貢献する項目

成果 評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

投入コスト 活動実績(R6) 成果指標 現状の課題

経費
計画
コード

所属
名称
（所
属）

事務事業名称 事業概要（全体）

所属
名称
(部
局)

R5予算現額

-

R6予算現額

58,715千円

R5正規職員人件
費

-

- どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

3.28 人 評価者

～ 26,771千円 総務課長　粕谷　憲之

R5予算現額

7,665千円

R6予算現額

7,401千円

R5正規職員人件
費

0.23 人

1,859千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.33 人 評価者

～ 2,693千円 国民健康保険課長　遠藤 康代

R5予算現額

5,456千円

R6予算現額

5,456千円

R5正規職員人件
費

1.65 人

13,334千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.60 人 評価者

～ 4,897千円 国民健康保険課長　遠藤 康代

R5予算現額

18,506千円

R6予算現額

17,640千円

R5正規職員人件
費

0.60 人

4,849千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

1.05 人 評価者

～ 8,570千円 国民健康保険課長　遠藤 康代

医療費が高額になる人工透析への移行を防ぐた
め、医療機関を受診していない人、もしくは受診
を中断した人の勧奨後の受診率を指標とする。

保健指導候補者のかかりつけ医に、協
力の依頼を行うとともに、書類の回収
について、可能な限り、医療機関を回
り直接受領するようにした。

糖尿病性腎症重症
化予防対策事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

国民健康保険法 10,411千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

県の指定を受けたモデル事業であり、国保連合
会との共同事業として実施。各保険者が事業費
用を分担金として負担。具体的には、レセプト
と健診データを活用し、糖尿病が重症化するリ
スクの高い未受診者・受診中断者を医療に結び
つける受診勧奨と、糖尿病性腎症で通院する被
保険者のうち、重症化するリスクの高い者に対
して保健指導を行い、人工透析への移行を防
ぐ。

会年職
員等

0人

実績 20.0% 20.9%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①18.0％

②81.3％

③28.2％

R6目標 R6実績

かかりつけ医の事業への賛同、協力お
よび対象者の同意が欠かせないため、
今後も丁寧な説明に努め、事業実績を
上げていく必要がある。

R6その他職員従
事割合

8.5% 10.8%
県のプログラムに参加
し、事業を実施し、被保
険者の病状の安定を図っ
た。

期間
会年職
員等

343
健康
推進
部

国民
健康
保険
課

実施計画ランク 事業の種別

特
別
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

目標値については、達成する
ことができたが、受診率その
ものは高いとはいえないた
め、継続して事業に取り組む
必要がある。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 12,122千円

①受診勧奨対象者の受診率

②保健指導対象者の修了率

③継続支援対象者の参加率

受診勧奨対象者の受診率
（糖尿病や糖尿病合併症の傷病名があり、
HbA1c等の検査または投薬ありの者を受診有と
する）

Ｒ6目標値の60.0％には達成し
ていないものの、確定してい
るＲ5実施率では、県内40市中
4位の実績を上げている。
他市町村においても、実施率
向上には苦慮しているが、所
沢市では、業務委託の実績が
上がらないところを国保専門
職による対象者訪問で補って
いる。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
最優先 自治事務 2,171千円

①特定保健指導（動機づけ
支援）の実施率

②特定保健指導（積極的支
援）の実施率

実施率（全体） 特定保健指導終了者数/特定保健指導対象者数 Ｒ5年度までは、動機づけ支援の初回支
援のみを委託していたが、対象者選定
の実施フローを整理し、積極的支援の
初回支援も追加することとした。

特定保健指導業務
委託事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

高齢者の医療の確保に関する法律、国民健康保険法 2,818千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

平成20年4月から、各医療保険者には生活習慣病
予防及び疾病の早期発見・早期治療を通して、
健康の保持増進と生活の質の向上を図ることを
目的とした特定健康診査と特定保健指導の実施
が義務付けられた。
実施率向上を目指し、特定保健指導の一部（動
機付け支援）については、直営体制から業務委
託に切り替え、国の目標値60％が達成できる体
制の再構築を目指すものである。

会年職
員等

1人

実績 60.0% 34.8%
R6目標値60％は、第4期所沢市国民健康保険特
定健康診査等実施計画（R6～R11）における目
標値で、国の基本方針で定められている市町
村国保の目標値60％に合わせたものである。
特定保健指導の一部を医師会に委託すること
により、目標達成を目指し、R6は各医療機関
に積極的な働きかけた結果、実施医療機関が
増加したものの、まだ改善の余地があるとと
思われる。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①28.5％（令和7年6月25日
現在）

②7.6％（令和7年6月25日現
在）

R6目標

0人

H26

R7目標

R7目標

342
健康
推進
部

国民
健康
保険
課

実施計画ランク 事業の種別

特
別
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

R6実績

再審査申出に伴う効果額はレセプト件数や医療機
関での算定内容によって増減が大きいため費用対
効果を指標とする。

委託業者から申出の結果データを提出
させ、それを基に過誤・再審査の多い
医療機関などの状況把握に努めた。

レセプト点検等業
務委託事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

国民健康保険法 5,037千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

1　埼玉県国民健康保険団体連合会で審査された
レセプトを受領し、電算処理する。
2　レセプト点検システムにより内容点検を行
う。
3　内容について疑義がある場合は、埼玉県国民
健康保険団体連合会へ再審査の依頼をする。

会年職
員等

0人

実績 100.0% 126.3%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①100％

②12,924件

③5,505,991円

R6目標 R6実績

今後は、より再審査申出効果額が上が
るよう点検結果を踏まえ、分析や対策
を行うなど点検内容の精度を高めてい
く。

R6その他職員従
事割合

100.0% 109.3%

レセプト内容の点検をする
ことで医療費の適正化を
図った。

期間
会年職
員等

Ｒ5にアンケート調査も実施したところ
であるが、今後も医療機関を訪問する
など、医療機関で特定保健指導を実施
する上での課題を共有し、改善策を示
し協力を求めていく。

R6その他職員従
事割合

60.0%
23.8%（令和7年6月
25日現在）

保健指導を通じて、被保
険者の健康増進を図っ
た。

期間
会年職
員等

1人

H31

341
健康
推進
部

国民
健康
保険
課

実施計画ランク 事業の種別

特
別
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

レセプト点検等業務の実施に
より再審査申出効果額が決算
額を上回り保険者負担分が削
減された。引き続き効果が上
がるよう取り組んでいく。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 5,193千円

①レセプト点検率

②再審査申出件数

③再審査申出効果額

再審査申出に伴う決算額に対する効果額の割
合

令和5年度末策定の所沢市市民
医療センター再整備基本計画
をもとに、令和6年度は再整備
工事設計事業者の選定を行
い、年度末までに基本設計図
書を完成させた。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
最優先 自治事務 -

①再整備工事設計業務委託
事業者の選定

②再整備工事設計業務（基
本設計）

③近隣住民説明会の開催

設計事業者の選定
基本設計図書の作成

再整備事業のスケジュールに沿って、令和6年度は
設計業務委託契約を締結し、基本設計図書を完了
させる。

市民医療センター
再整備事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

第2次所沢市保健医療計画
所沢市市民医療センター再整備基本計画

45,936千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

市民医療センターは、昭和51年9月の開設以来48
年が経過し、施設や設備の老朽化が進んでいる
ことから、施設整備の方法や担うべき機能な
ど、再整備の検討を行ってきた。
本事業は、令和5年度策定の所沢市市民医療セン
ター再整備基本計画に基づき、現在の市民医療
センターを運営しながら、現在地での建て替え
を行うものである。

会年職
員等

-

実績 - -

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①公募型プロポーザル方式
により設計事業者を選定

②再整備工事基本設計図書
の作成

③令和7年2月に実施（2回、
41名参加）

R6目標

0人

R2

R7目標

333

市民
医療
セン
ター

市民
医療
セン
ター
事務
部総
務課

実施計画ランク 事業の種別

企
業
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

R6実績

引き続き院内各部門や設計事業者と調
整を行うとともに、近隣住民の理解を
得ながら丁寧に再整備事業を進めてい
く。

R6その他職員従
事割合

設計事業者の選定
基本設計図書の作成

設計業務委託契約締結、
基本設計図書の完了

市民が安心して暮らしてい
ける医療環境を提供する。

期間
会年職
員等

0人

R6 R12
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SDGsへの貢献
(最大3つ)

会
計

総合
評価

評価理由 事業自体が貢献する項目

成果 評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

投入コスト 活動実績(R6) 成果指標 現状の課題

経費
計画
コード

所属
名称
（所
属）

事務事業名称 事業概要（全体）

所属
名称
(部
局)

R5予算現額

2,299千円

R6予算現額

3,155千円

R5正規職員人件
費

0.95 人

7,677千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.75 人 評価者

～ 6,122千円 国民健康保険課長　遠藤 康代

R5予算現額

1,038千円

R6予算現額

1,038千円

R5正規職員人件
費

0.38 人

3,071千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.38 人 評価者

～ 3,102千円 国民健康保険課長　遠藤 康代

R5予算現額

307千円

R6予算現額

307千円

R5正規職員人件
費

0.85 人

6,869千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.33 人 評価者

～ 2,667千円
スポーツ振興課長
波多野　健一

R5予算現額

8,000千円

R6予算現額

8,000千円

R5正規職員人件
費

2.33 人

18,829千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

2.79 人 評価者

～ 22,546千円
スポーツ振興課長
波多野　健一

誰もが参加できるマラソン大
会を通じて、市民の体力づく
り及び所沢市のＰＲを引き続
き実施していく。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 8,000千円

①総申込者数

②申込者数（組数）

③出走者数（計測者）

申込率
（申込者数（組数）÷募集人数（組数）×
100）

募集人数（組数）に対する申込者をパーセンテー
ジで算出。（R6募集人数（組数)4,500）
大会の魅力を増し、申込割合を高めていく。

・Web上での申し込み窓口を1社から2社
に増やし、興味を持ったランナーがア
クセスしやすい環境を整えた。
・SNSを使った大会広報を行い、ゲスト
ランナー(観光大使）に引用・リポスト
等の協力を依頼することで、幅広く周
知した。

所沢シティマラソ
ン大会開催事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

スポーツ基本法 8,000千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

所沢市のメインイベントとして市のＰＲととも
に、市民の健康づくりや人とのふれあいの場を
提供し誰でも参加できることから、生涯にわた
る豊かなスポーツライフの実現を図る。
選手を公募し、当課が事務局となり、各種ス
ポーツ団体から選出された役員他で構成された
実行委員会を組織し、ハーフの部を含む３部門
を実施。

会年職
員等

0人

実績 88.0% 82.9%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①5,249人

②4,663人

③4,572人

R6目標

351
教育
総務
部

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

R6実績

数量シェア＝ジェネリック医薬品の数量/（ジェネ
リック医薬品のある先発医薬品の数量＋ジェネ
リック医薬品の数量）×100

ジェネリック医薬品の普及啓発を進め
るため、啓発シール、啓発ポスターに
ついて新しいデザインで作成した。

ジェネリック医薬
品利用促進事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

- 689千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

ジェネリック医薬品の利用率の目標値を数量
ベースで80％と定め、ジェネリック医薬品の利
用促進シールの配布等により被保険者への周
知・啓発活動をすすめるとともに、医師会、歯
科医師会、薬剤師会等、医療関係者に対しても
協力・連携を図り、目標達成を目指す。

会年職
員等

0人

実績 80.0% 82.5%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①1,121通

R6目標 R6実績

今後も被保険者、処方元医療機関、調
剤薬局それぞれに向けた啓発が必要で
ある。

R6その他職員従
事割合

80.5% 88.2%

周知啓発活動を実施する
ことで、被保険者の医療
費適正化を図った。

期間
会年職
員等

協賛企業を増やすこと、また、支出を
低減させることによって、補助金に頼
らない大会運営を目指す。

R6その他職員従
事割合

88.0% 103.6%

市民の体力作り及び健康増
進に寄与した。

期間
会年職
員等

0.48人

H2

344
健康
推進
部

国民
健康
保険
課

実施計画ランク 事業の種別

特
別
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

目標値80％は引き続き超える
ことができたが、医科レセプ
トにおける数量シェアは改善
の余地があるため、今後も引
き続き普及啓発を行ってい
く。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 735千円

①差額通知発送数

ジェネリック医薬品数量シェア

かかりつけ医及びかかりつけ
薬局をもつことに関する被保
険者への啓発と、医師と薬剤
師の連携に資する事業であ
る。この事業により連携が進
みやすくなるといったアン
ケート回答も薬局から寄せら
れていることから、継続する
ことによって服薬適正化の目
的が達成されると考える。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
- 自治事務 1,357千円

①お薬相談会参加者数(事業
同意者）

多剤服薬者数（対被保険者1万人当たり）
同一月内に15剤以上の処方を受けた人数
（保険者努力支援交付金評価指標）

対象者の服薬上の相談に対応する、お
薬相談会への参加が少ないため、事業
開始時期を1か月早めて、8月と9月の開
催を7月と9月の開催に変更した。
（参加者数については9名から20名に
増）

服薬適正化事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

国民健康保険法 1,527千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

　平成29年4月24日締結の「所沢市、所沢市医師
会、所沢市薬剤師会及び明治薬科大学との連携
による市民の健康増進に関する包括的協定書」
に基づき、所沢市健康増進連携推進協議会（同
協定第3条）で決定した事業を平成29年度から実
施している。
　令和2年度からは高齢者のポリファーマシー
（多剤服薬による有害事象）を防ぐ観点から、
重複・多剤服薬者対策を実施している。

会年職
員等

0人

実績 16人

R6実施事業では、8剤以上を対象者にして服薬
情報を掲載した通知を送付している。
多剤処方そのものが問題であるわけではない
が、薬を多く持つことで安心感を得られると
いう患者も多くいること、また薬剤師から医
師へ減薬の提案がしにくい状況も未達成の要
因と考えられる。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①20人

R6目標

0人

H25

R7目標

R7目標

344
健康
推進
部

国民
健康
保険
課

実施計画ランク 事業の種別

特
別
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

R6実績

事業については、医師会、薬剤師会、
明治薬科大学の協力のもと、後期高齢
者医療制度被保険者も含めての事業設
計としている。
今後も連携体制を維持しながら、被保
険者の健康増進に努めていく。

R6その他職員従
事割合

前年実績より減少
17人（令和7年6月30
日現在） ポスター掲示等、周知啓

発活動を実施すること
で、被保険者の医療費適
正化を図った。

期間
会年職
員等

0人

H29

351
教育
総務
部

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

スポーツを楽しむ機会の提供
のため、スポーツ振興課主催
事業教室の他に、各地区体育
館の教室の広報を行ってい
る。自治会館等でのサークル
等への指導者の確保、育成及
びその質の向上を引き続き
図っていく。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 448千円

①参加者募集人数

②参加者数

教育委員会主催教室参加率
　（参加者数÷参加者募集人数×100）

地域社会への参加や自らの意志によって学習意欲
や探求心を維持し、良き興味を持ち、生きがいの
ある日々が過ごすことができるよう運動を通して
健康・体力つくりを行うことが必要であることか
ら、引き続き参加者の増員を目標とする。

・コロナ禍以降控えていた身体接触の
ある体操（ペアになって行う体操等）
を徐々に増やしていき、参加者同士の
交流の機会を設けた。
・毎回１００名以上参加する講座もあ
り、参加者の安全に配慮しながら出入
り口の導線を工夫した。

スポーツ教室開催
事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

スポーツ基本法 139千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

主催事業教室の計画を立て年度初めに年間事業
予定表一覧｢スポーツ所沢｣を市民体育館、各ま
ちづくりセンター、コミュニティーセンター等
に配付する。随時日程に合わせ生涯学習情報紙
にて募集を行う。運動を通し健康維持を図ると
共にスポーツニーズに応え、生涯を通してス
ポーツに親しむきっかけをつくる。

会年職
員等

0人

実績 100.0% 93.0%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①810人

②827人

R6目標 R6実績

地区体育館のある地域だけではなく、
市全体でどうのような運動事業ができ
るかを考える。また児童館等と連携し
て子どもやその保護者を対象に体操教
室を開催するなど、健康体力つくりの
場を今後も引き続き提供していく。

R6その他職員従
事割合

100.0% 102.1%

運動機会の提供を行った。期間
会年職
員等

0人

S52
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SDGsへの貢献
(最大3つ)

会
計

総合
評価

評価理由 事業自体が貢献する項目

成果 評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

投入コスト 活動実績(R6) 成果指標 現状の課題

経費
計画
コード

所属
名称
（所
属）

事務事業名称 事業概要（全体）

所属
名称
(部
局)

R5予算現額

850千円

R6予算現額

850千円

R5正規職員人件
費

0.68 人

5,495千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.59 人 評価者

～ 4,768千円
スポーツ振興課長
波多野　健一

R5予算現額

-

R6予算現額

300千円

R5正規職員人件
費

-

- どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.73 人 評価者

～ 5,958千円
スポーツ振興課長
波多野　健一

R5予算現額

2,396千円

R6予算現額

5,406千円

R5正規職員人件
費

0.38 人

3,071千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.43 人 評価者

～ 3,475千円
スポーツ振興課長
波多野　健一

R5予算現額

423,635千円

R6予算現額

452,874千円

R5正規職員人件
費

4.69 人

37,900千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

4.19 人 評価者

～ 33,859千円
スポーツ振興課長
波多野　健一

今後においても、必要な点検
等を行うことで、より一層市
民の余暇の拡大、健康増進に
努めることで稼働率を伸ば
し、効率的な運営をしてい
く。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 408,452千円

①施設利用枠数

②施設利用人数

③施設使用料収入

施設稼働率（利用枠数÷利用可能枠数×100）

市民の余暇の拡大、健康増進に寄与することを目
的としていることから、施設稼働率を指標とす
る。
目標値としては、前年より増やすことを目標とす
る。

施設を安全・快適に利用してもらうた
め、危険箇所の修繕を行った。

体育施設管理運営
事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

スポーツ基本法、所沢市体育施設設置及び管理条例、所沢市
都市公園条例・同施行規則

430,016千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

体育施設をスポーツ、レクリエーションの場と
しての利用に供し、広く利用者の余暇活動、健
康増進に寄与することを目的とする。
・施設の利用については、公共施設予約システ
ムによる登録・利用申込みをし、利用する。
・利用者が安全かつ快適に利用できるよう施設
の整備、維持管理を行う。

会年職
員等

0.0人

実績 80.0% 76.4%

令和6年度の施設利用については、記録的な暑
さの影響等で屋外運動場の稼働率が伸び悩ん
だことや、市民武道館が工事に伴う閉館期間
があったことなどにより目標値未達成となっ
た。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①259,564件

②809,717人

③114,433,310円

R6目標

353
教育
総務
部

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

R6実績

日本ゴールボール協会が希望する日程で練習が実
施できるように、市民体育館の施設を確保するも
の。

トレーニングの質を向上させるため、
トレーナーの補助スタッフを配置し
た。

ナショナルトレー
ニングセンター競
技別強化拠点施設
活用事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

スポーツ基本法 3,669千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

所沢市民体育館がスポーツ庁から東京パラリン
ピック競技種目であるゴールボールのナショナ
ルトレーニングセンター競技別強化拠点施設と
して指定されたことに伴い、本市がスポーツ庁
から業務委託を受け、トップアスリートが国際
競技力向上に資する活動を効果的・効率的に実
施することができるよう、施設の環境整備を行
うものである。

会年職
員等

0人

実績 100.0% 100.0%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①74日

②74日

R6目標 R6実績
男子チームの金メダル獲得によって、
多くのメディアに取り上げられるな
ど、一定の認知度上昇はあったが、ま
だ市民からの応援が大きなものになっ
た感覚はない。SNSや庁内の掲示物等を
使って、競技の認知度、競技熱をさら
に高めていく。

R6その他職員従
事割合

100.0% 100.0%

NTC施設としてゴールボー
ルの認知活動に貢献した。

期間
会年職
員等

良好な環境で、屋外体育施設を市民に
提供することは、市民の健康増進につ
ながるとともに、生涯スポーツの振興
が図られることにつながる。そのた
め、引き続き必要な修繕を行い、利用
者が安心して利用できる施設の管理・
運営をしていく。

R6その他職員従
事割合

80.0% 74.6%

施設利用者の余暇活動、健
康増進に寄与した。

期間
会年職
員等

5.7人

S51

352
教育
総務
部

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

スポーツ庁から業務委託を受
け、トップアスリートが国際
競技力向上に資する活動を効
果的・効率的に実施すること
ができるよう、施設の環境整
備を行うため、練習場の確保
及び拠点スタッフの配置を
行、結果としてパリ２０２４
パラリンピックにおける男子
チームの金メダル獲得を実現
できた。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 0 1,661千円

①練習希望日数

②練習会場確保日数

練習会場の確保率
（練習会場確保日数÷練習希望日数×100）

競技会の部では、記録を重視
した市民が参加できるよう実
施し、フェスティバルの部で
は、普段水に慣れ親しんでい
ない方でも楽しめるよう実施
するとともに、参加者の健康
づくりと生涯スポーツの振興
を図れるイベントになるよう
実施していく。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 -

①申込者数

②参加者数

申込率
（申込者数÷募集人数×100）

募集人数に対するエントリー数をパーセンテージ
で算出。（R6募集人数300)
大会の魅力をPRし、申込者を増やしていく。 R6年度が初回開催

所沢市スイミング
フェスティバル開
催事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

スポーツ基本法 300千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

産官学連携により、市民をはじめ参加者の健康
づくりと生涯スポーツの振興並びに所沢市水泳
連盟の再建を目的とする。
早稲田大学所沢キャンパスのアクアアリーナに
おいて、午前は年齢・種目別に競泳を行う、競
技会の部、午後は普段水に慣れ親しんでいない
方でも楽しめるよう浮島渡りや水中玉入れ合戦
等のフェスティバル要素を含んだフェスティバ
ルの部を実施する。

会年職
員等

-

実績 - -

市内小中学校へのチラシ配布やほっとメール
などで周知を行ったが、初めての開催という
こともあり一般の方への周知が行き届かず、
競技会の部の申し込みが低かったのが要因で
ある。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①244人

②193人

R6目標

0人

H28

351
教育
総務
部

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

R6実績

募集人数に対するエントリー数をパーセンテージ
で算出。（R6募集人数1,000)
大会の魅力をPRし、申込者を増やしていく。

アナウンスを一系統としたことによ
り、選手の混乱もなくなり、円滑な運
営を行えるようになった。
表彰を小学生のみとし、事務の簡素化
を図った。

ところざわアスレ
チックフェスティ
バル開催事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

スポーツ基本法 850千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

市民をはじめ、参加者の健康づくりと生涯ス
ポーツの振興を図る。開催日程は2日間とし、初
日は長距離を、2日目は長距離以外の種目を実施
する。

会年職
員等

0人

実績 100.0% 75.5%

開催日が中高生の定期考査の期間やところざ
わまつりと重なってしまったことがエント
リー数が少なかった要因である。

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①798人

②560人

R6目標 R6実績

大会時期が、多くの高等学校の中間考
査、中学校では中間試験と重なるため
大会日程の見直しが必要である。会場
である早稲田大学との日程調整や、如
何に参加者を増やすか、PRの方法にも
工夫が求められている。

R6その他職員従
事割合

100.0% 79.8%

市民の体力向上と健康増進
に寄与した。

期間
会年職
員等

競技会の部への参加者数の増加のため
にはスイミング経験者への周知を強化
していくともに、会場となる早稲田大
学との日程調整や、大会の魅力のPR方
法にも工夫が求められる。

R6その他職員従
事割合

100.0% 79.1%

市民の体力向上と健康増進
に寄与した。

期間
会年職
員等

0人

R6

351
教育
総務
部

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

公認の陸上競技場での大会で
あることから、記録を重視し
た市民が参加できる大会であ
るとともに、参加者の健康づ
くりと生涯スポーツの振興を
図れる大会になるよう実施し
ていく。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
- 自治事務 850千円

①エントリー数

②参加者数

申込率
（エントリー数÷募集人数×100）

0人

R5

60/127



SDGsへの貢献
(最大3つ)

会
計

総合
評価

評価理由 事業自体が貢献する項目

成果 評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

投入コスト 活動実績(R6) 成果指標 現状の課題

経費
計画
コード

所属
名称
（所
属）

事務事業名称 事業概要（全体）

所属
名称
(部
局)

R5予算現額

19,856千円

R6予算現額

13,660千円

R5正規職員人件
費

0.45 人

3,636千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.35 人 評価者

～ 2,828千円
スポーツ振興課長
波多野　健一

R5予算現額

2,700千円

R6予算現額

2,700千円

R5正規職員人件
費

0.13 人

1,051千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.18 人 評価者

～ 1,455千円
スポーツ振興課長
波多野　健一

R5予算現額

250千円

R6予算現額

250千円

R5正規職員人件
費

0.25 人

2,020千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.61 人 評価者

～ 4,929千円
スポーツ振興課長
波多野　健一

R5予算現額

540千円

R6予算現額

789千円

R5正規職員人件
費

0.50 人

4,041千円 どのように貢献したか

R6正規職員人件
費

0.56 人 評価者

～ 4,525千円
スポーツ振興課長
波多野　健一

令和２年９月にスポーツ庁より示された「学校の働き方
改革を踏まえた部活動改革について」を受け、令和４年
６月６日にスポーツ庁の審議会である「運動部活動の地
域移行に関する検討会議」により提言がまとめられ、令
和５年度より令和７年度の３年間が改革集中期間と示
された。本市においても段階的に実施するために、必要
事項について協議をするために必要な回数を設定した。

学校教育課が主管する文化部活動と足
並みをそろえて進めるために、連絡を
密にとり事業を進めた。

所沢市運動部活動
推進事業

根拠法令
R6決算額（見込
み） 5 ジェンダー平等を実現

しよう
運動部活動の地域移行に関する検討会議の提言（国） 150千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

8 働きがいも経済成長も

・持続可能な部活動と教師の負担軽減の両方を
実現
・地域スポーツの振興

会年職
員等

0人

実績 100.0% 100.0%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①5回

R6目標 R6実績

具体的な方策を迅速に進めることや検
討内容、決定事項等の周知に努める。

R6その他職員従
事割合

100.0% 100.0%
中学生の今後のスポーツ活
動や多様なニーズに応えら
れる活動、教員の働き方改
革、地域の人材の有効活用
について検討した。

期間
会年職
員等

353
教育
総務
部

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

国、県の情報把握、所沢市の
現状把握について、様々な立
場の検討委員、事務局との共
通認識を持つため、必要回数
の会議の設定をすることがで
きた。今後は、具体的な方向
性や実施方法、指標の見直し
について、協議を進めてい
く。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
優先 自治事務 140千円

①検討会議実施数

検討会議開催数
実施回数÷実施予定回数全5回×100

所沢市民の健康と体力向上の
ため、その実践活動の促進と
関係団体相互の連絡調整を
行っている。市全体的なス
ポーツ大会をはじめ、各支部
の運動会や各種スポーツ大会
及び講習会などを実施してい
る。地区において体力つくり
市民会議支部団体及びスポー
ツ協会支部団体のすみわけ等
の問題があるため、令和６年
度末をもって解散し、事業は
スポーツ協会に統合すること
で事業の効率化を図った。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 2,700千円

①大会参加者数

②前年度大会参加者数

大会参加率
（今年度参加者数÷前年度参加者数×100）

体力事業として実施している各種スポーツ大会の
参加者を増やしていく。

航空公園運動場を会場に、人工芝の上
で親子で体験する「親子スポーツフェ
ア」を開催し、前年と種目を変更して
開催した。

体力つくり市民会
議交付金

根拠法令
R6決算額（見込
み）

スポーツ基本法、体力つくり市民会議交付金交付要綱 2,700千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

「体力つくり市民会議」は、スポーツ・レクリ
エーション大会や各種教室の実施を通じて、ゆ
とりある市民生活や体力の向上発展に寄与して
いる。また、各支部への支援を行なうことによ
り市民の生涯スポーツへの機会の提供を行う。
この組織の活動を支援することを目的としてい
る。

会年職
員等

0人

実績 100.0% 556.4%

特にトコろんウォークにおいて、３連休の最
終日であったことから、エントリーは行った
が、参加を見送った方が100人弱いたことが大
きな要因の一つである

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①620人

②779人

R6目標

0.2人

R5

353
教育
総務
部

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

R6実績

施設の修繕、整備を目標とし、年々進む老朽化に
対応しながら、安全かつ快適な施設運営を行って
いく。 所沢市民体育館の多目的体育室及び会

議室1の照明をLEDに交換した。

体育施設整備事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

スポーツ基本法、所沢市体育施設設置及び管理条例 13,660千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

市民の健康増進に寄与し、余暇活動の充実を図
るため、利用者が安全かつ快適に利用できるよ
う体育施設の整備を行う。
①所沢市公共施設等管理計画の内容に沿った整
備を検討する。②所沢市公共建築物修繕計画に
基づく改修工事を行う。③緊急性の高いものに
ついては、随時、修繕を実施する。

会年職
員等

0人

実績 100.0% 96.1%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①13,659,219円

②0円

③0円

R6目標 R6実績

市民が生涯に渡ってスポーツを楽しめ
るよう、計画的な施設整備、既存施設
の修繕を行っていく。

R6その他職員従
事割合

95.0% 100.0%

施設利用者の余暇活動、健
康増進に寄与した。

期間
会年職
員等

市民が幅広くスポーツに参加し、親し
むことができるように、普段スポーツ
をしない市民も気軽に参加できるよう
な種目に変更して実施した。

R6その他職員従
事割合

100.0% 79.6%

親子でスポーツを楽しめる
機会を作り、好評を得た。

期間
会年職
員等

0人

S47 R6

353
教育
総務
部

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

体育施設は年々老朽化が著し
く進んでいることから、安全
かつ快適な施設運営のために
も、引き続き施設の修繕、改
修に努めていく。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 18,023千円

①体育施設整備費執行額
（修繕）
②体育施設整備費予算額
（工事）
③体育施設整備費執行額
（工事）

整備施設の整備率（予算執行額÷予算額×
100）

2.97人

S45

354
教育
総務
部

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般
会
計

R5決算額 項目名 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

市内には世界レベルのアス
リートが多くいて、オリン
ピックやパラリンピックを始
めとした大きな大会を舞台に
活躍している。市民には、そ
のようなアスリートの活躍を
知ってもらい、触れあえる機
会を作ることで、スポーツに
対する熱を高めることを目指
している。

R6年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
重要 自治事務 529千円

①イベント実施数

体験会・講演会等の開催数
（今年度イベント実施数÷前年イベント実施
数×100）

所沢市オリンピック・パラリンピック競技啓発事
業推進委員会（スポーツヒーロー応援団）のイベ
ント実施回数を前年度より上回ることを目指すも
のである。

ゆかりのアスリートと接する機会を増
やしてほしいという声に応え、パリオ
リンピック・パラリンピック前には選
手ごとに壮行会を、大会後には選手を
一同に集めて凱旋パレード・報告会を
開催した。

オリンピック・パ
ラリンピック競技
啓発事業

根拠法令
R6決算額（見込
み）

スポーツ基本法 726千円

事業の目的及び具体的な内容
R5その他職員従
事割合

R5目標 R5実績 R6目標値が未達成の理由・分析

オリンピック・パラリンピックの機運醸成や地
域の活性化を図ることを目的に、大会のPRや障
害者スポーツの普及啓発に向けた取組を実施す
る。また、オリンピックパラリンピックの選手
だけでなく、本市にゆかりのある世界的なアス
リートがいるため、所沢市ゆかりのアスリート
として認定し、市をあげて応援し、本市のス
ポーツ振興を図るものとする。

会年職
員等

0人

実績 100.0% 89.5%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今後の
課題解決に向けた取り組み

①22回

R6目標 R6実績

ＳＮＳ等で発信していくだけでなく、
引き続きアスリートに市民が近づける
機会を作る。

R6その他職員従
事割合

100.0% 129.4%

市民のスポーツ活動の場の
確保に寄与した。

期間
会年職
員等

1人

R4 61/127


